
「新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響による
消費行動の変化等に関する研究」

令和４年３月24日
消費者庁新未来創造戦略本部



新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、人々の行動が大きく変化。

感染拡大に当たり、真偽入り混じる様々な情報の氾濫、消費者による買い占め等の
パニック行動が発生。

不正確な情報が拡散するなど、正しい情報発信が消費者に届きにくい状況。

非常時の消費行動を対象とした先行研究の蓄積は限られており、都市部を対象としたものが
散見される程度。
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１.  背景・目的
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目的
 非常時における消費者の購買行動の解明

 非常時における適切な情報発信の内容及び方法の検証



２.  研究概要・実施内容

２

【研究概要】
新型コロナウイルス感染症の感染拡大における消費者の購買行動の変化を調
査・分析する。加えて、ランダム化比較実験を実施して、非常時に備えた備蓄行
動を促進するための有効な情報発信手法等を分析・検証する。

（１）生活協同組合とくしま生協の組合員を対象にした調査
生活協同組合とくしま生協（以下、「とくしま生協」という。）の組合員を対象に、
研究に参加いただけるモニターを募集し、アンケート調査や情報チラシの提供を行う。

(2) 全国の消費者を対象としたウェブ調査
（１）のアンケートと同様の内容を全国の消費者を対象に行う。

実施内容



３.  実施体制

３

本研究は、産・官・学・民のいずれに対しても利点があるような「四方良し」の考えに基づき、
徳島県をフィールドとして、以下の四者が参画している。
まず、「産」として、研究の実施に必要なモニターへの働き掛けと調査票の配布・回収を行
うとくしま生協の協力を得た。「官」として、消費者庁新未来創造戦略本部が調査・研究を
企画している。
「学」として、松田絢子関西大学准教授を筆頭に、稲倉典子四国大学准教授、坂本有
芳鳴門教育大学大学院准教授が消費者庁の客員主任研究官として本実験を率いている。
最後に「民」として、とくしま生協組合員の皆様に協力いただいた。

【実施体制図】
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４.  研究スケジュール
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令和２年
２月～12月

令和３年
１月～２月 ３月 ７月

令和４年
３月以降10月

ウェブ調査

とくしま生協
アンケート

調査実施 DP公表

情報チラシ
提供

・モニター募集
・第１回 アンケート

第２回
アンケート

報告書公表
（予定）

・研究内容の検討開始
・調査設計
・委託準備等



５.  ウェブ調査の概要

５

調査期間 令和３年３月11日21時～同年３月13日０時

調査方法 調査会社のモニターに対し、メールを通じてアンケートの回答を依頼。

調査対象者 日本国内に在住する20歳以上80歳未満の男女

標本抽出
地域ブロック（北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州（沖縄含
む））、性別、年齢カテゴリー（10歳刻み）の人口比で割付
※2015年（平成27年）の「国勢調査」に基づき割付

調査事項 新型コロナウイルス感染症の感染拡大による、消費や生活の変化や食料や日用
品等の備蓄状況、普段の生活等

有効回答者数 3,938名



６.  ウェブ調査の結果（回答者の属性）
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６.  ウェブ調査の結果①
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離れて住む家族・親戚や友人の分も

手に入れた

とにかく手に入れようと、複数の店

を渡り歩いた

心配で、手元にあってもさらに買っ

た

何度もあった 2・3度あった 一度だけあった 一度もない （％）

〇 2020年４～５月の緊急事態宣言前後において、約４割の人が、不足していた物を「心配で、手元にあって
もさらに買った」経験がある。

・2020年４～５月の緊急事態宣言前後における、マスクなど不足していた買物の経験について聞いたところ、
「あった（『何度もあった』＋『2・3度あった』＋『一度だけあった』）」と回答した人の割合は、「心配で、手元に
あってもさらに買った」が43.2％（8.6％＋18.1％+16.5％）と最も高かった。



６.  ウェブ調査の結果②
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〇 感染拡大により品薄になった商品を購入した際、約３割の人が「商品の機能・品質が思っていたよりも悪かっ
た」経験がある。

・感染拡大により品薄になった商品の購入で経験したことを聞いたところ、「あった（『何度もあった』＋『2・3度あった』
＋『一度だけあった』）」と回答した人の割合は、「商品の機能・品質が思っていたよりも悪かった」が34.3％
（4.9％＋11.8％＋17.6％）と最も高かった。



６.  ウェブ調査の結果③
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〇 2020年４～５月の緊急事態宣言期間中において、約３割の人がマスクを買えなかった経験がある。
・感染拡大以前と2020年４～５月の緊急事態宣言期間中を比べて、どのくらい買物量が変化したかを聞いたと
ころ、「買えなかった（『買えなかった』＋『少ししか買えなかった』）」と回答した人の割合は、「マスク」が29.0％
（13.9％＋15.1％）と最も高かった。



６.  ウェブ調査の結果④

10

〇生活必需品に関して、約８割の人が４日分以上のマスクを備蓄している。
・現在の生活必需品の備蓄状況を聞いたところ、「４日分以上（『２週間分以上』＋『１～２週間分』＋『４日
～１週間分』）」と回答した人の割合は、「マスク」が85.8％（66.1％＋11.1％＋8.6％）と最も高かった。
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７.  リサーチ・ディスカッション・ペーパー①
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・「買い占め行動」はマスクなど不足していた物の買物における行動を表の５項目で尋ねた。
・「消費者トラブル」は品薄になった商品の購入で経験したトラブルを表の６項目で尋ねた。
・４件法による回答を「何度もあった：４点」、「２～３度あった：３点」、「１度だけあった：２点」、
「１度もない：１点」と配点した。



７.  リサーチ・ディスカッション・ペーパー②
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〇 男女ともに世帯所得が高くなるほど「買い占め行動」が多くなる。
・「買い占め行動」の得点について、男女別、世帯所得別の平均値を比較すると、男女ともに世帯
所得が高くなるほど得点が高かった。



７.  リサーチ・ディスカッション・ペーパー③
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〇 男性は世帯所得が高いほど「消費者トラブル」が多い。
・「消費者トラブル」の得点について、男女別、世帯所得別の平均値を比較すると、男性は世帯
所得が高くなるほど「消費者トラブル」得点が高かった。
一方、女性は最も世帯所得の高いカテゴリー（1,500万円以上）で「消費者トラブル」の得点
が高いものの、他のカテゴリーについては、世帯所得間による大きな違いは観察されなかった。



７.  リサーチ・ディスカッション・ペーパー④
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〇 男性は若い年代ほど「買い占め行動」が多い。
・「買い占め行動」の得点について、男女別、年代別の平均値を比較すると、男性は若い年代ほど
「買い占め行動」得点が高かった。
一方、女性については70代で「買い占め行動」の得点が低いものの、年代間による大きな違いは
観察されなかった。



７.  リサーチ・ディスカッション・ペーパー⑤
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〇 男性は女性よりも「消費者トラブル」が多い。
・「消費者トラブル」の得点について、男女別、年代別の平均値を比較すると、特に、60歳未満で男
女間の得点差が大きく、男性は女性よりも「消費者トラブル」の経験が多かった。また、男性は年代に
よる得点の違いが明らかであり、年齢が低くなるほど「消費者トラブル」の得点が高かった。



８.  結果の総括、考察及び今後の課題
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（１）ウェブ調査結果
・2020年４～５月の緊急事態宣言前後において、約４割の人が、不足していた物を「心配で、手
元にあってもさらに買った」経験があり、また、感染拡大により品薄になった商品を購入した際、約３
割の人が「商品の機能・品質が思っていたよりも悪かった」経験がある。

（２）リサーチ・ディスカッション・ペーパー
・「買い占め行動」は男女ともに世帯所得が高くなるほど多くなる傾向にあったが、年代間で比較すると、
男性は若い年代ほど「買い占め行動」が顕著であったが、女性に関しては年代間で大きな差はなかっ
た。
・品不足への不安が大きい人は、置き場所の定まらない大量の物を漫然と抱える傾向にあり、これは
「買い占め行動」によって「消費者トラブル」を経験しがちな20‐30代男性において顕著だった。

●非常時の買い占めを防ぐには、普段から生活必需品を適材適所で備える大切さを理解し、備蓄に
ついての具体的な知識を習得できるような消費者教育や働きかけが必要。また、特にデジタル利用
の多い20‐30代に対しては、デジタルツールを効果的に活用した啓発活動が重要となる。



ご清聴ありがとうございました
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